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通期業績予想の修正および特別損失の計上に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向を踏まえ、平成 20 年 10 月 30 日に公表した業績予想について下記のとおり修

正いたしましたのでお知らせいたします。また、併せて特別損失の計上についてお知らせいたし

ます。 

 

記 

１． 平成 21 年３月期通期業績予想数値の修正（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 

（連結） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭
前回発表予想(Ａ) 

36,000 1,150 1,050 570 52.62

今回発表予想(Ｂ) 35,170 1,034 1,076 442 41.10

増減額(Ｂ－Ａ) △830 △116 26 △128 －

増減額(％) △2.3 △10.1 2.5 △22.5 －

(ご参考)前期実績 

(平成 20 年３月期) 
34,806 1,200 1,180 644 70.76

 

（個別） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭
前回発表予想(Ａ) 

35,580 1,140 1,180 530 48.93

今回発表予想(Ｂ) 34,823 1,004 1,057 380 35.30

増減額(Ｂ－Ａ) △757 △136 △123 △150 －

増減額(％) △2.1 △11.9 △10.4 △28.3 －

(ご参考)前期実績 

(平成 20 年３月期) 
34,407 1,140 1,129 600 65.99

 



２．業績予想の修正理由 

 （連結） 

売上高については、経済環境の著しい変化による景気後退ならびに競合の激化により、小売事

業、弁当給食事業が伸び悩んだことで、前回予想を８億 30 百万円下回る見込みです。また、小

売事業において、競合他社との価格競争を背景とした低価格販売戦略により、売上総利益率も計

画を下回ったため、営業利益についても前回予想を１億 16 百万円下回る見込みです。 

 当期純利益については、連結子会社である㈱サンキューオールジャパンにおいて、土地の売却

に伴う固定資産売却益 42 百万円を特別利益に計上いたしましたが、後述の特別損失の計上など

により、前回予想を１億 28 百万円下回る見込みです。 

 なお、期末配当予想は平成 20 年８月８日公表数値から変更はありません。  

 

 （単体） 

 連結業績予想の修正理由と同じく、売上高は７億 57 百万円、営業利益は１億 36 百万円、経常

利益は１億 23 百万円が、それぞれ前回予想を下回る見込みです。 

 当期純利益については、後述の特別損失の計上などにより、前回予想を１億 50 百万円下回る

見込みです。 

 

３．特別損失の計上 

（１） 平成 20 年 11 月に小売事業の「チャレンジャー」から「業務スーパー」に業態変更し

た「業務スーパーＥ・ＰＬＡＺＡ店」（新潟県長岡市）について、オペレーティング

リース契約のうち、継続使用が不能である物件について、解約損を 86 百万円計上い

たしました。 

（２） 当社遊休不動産について、売却の見込みがついた物件について、帳簿価額を正味売却

価額まで減額し、当該減少額を減損損失として 41 百万円計上いたしました。また、

連結子会社である㈱サンキューオールジャパンで、当初不動産賃貸事業を行なってお

りましたが、急激な景気後退により、同事業についての継続を断念することを決定し、

売却見込みがついた賃貸用ビルについて、帳簿価額を正味売却価額まで減額し、当該

減少額を減損損失として 17 百万円計上いたしました。 

 

以上 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は、今後様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。 


